未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点創出事業様式２

[bookmark: _Hlk189496119]大学院改革ビジョン
　
	[bookmark: _Hlk189498086][bookmark: _Hlk189498359]申請大学名
	○○○○大学


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	[bookmark: _Hlk189497802]ビジョン名称 
	

	副題等（ある場合のみ）
	


・「公募要領」の「４．申請書の作成」を参考に、「記入要領」に従って「大学院改革ビジョン」及び「大学院改革ビジョン実現計画」について記載して下さい。
（申請大学分はⅠ～Ⅳ.までを10ページ以内、連携大学分は大学毎に全２ページ以内。）。
・本枠は提出時に削除して下さい。


[bookmark: _Hlk189498149]Ⅰ．（例：構想の前提となる背景・基本的な考え方）
1．＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠…

[bookmark: _Hlk190096701][bookmark: _Hlk190103591]Ⅱ．（例：大学(院)の現状分析とこれまでの成果・課題）
[bookmark: _Hlk190107494]1．＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
＠＠＠＠＠

Ⅲ．（例：大学院教育の将来像） 
1．＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
＠＠＠＠＠




大学院改革ビジョン実現計画
	[bookmark: _Hlk192876936][bookmark: _Hlk163495857]申請大学名
	○○○○大学


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	ビジョン名称 
	

	副題等（ある場合のみ）
	



Ⅳ．大学院教育改革の実現に至るためのプロセス 等・「大学院改革ビジョン」で示した構想を実現するための具体的な７年間の計画を記載して下さい。
・本枠は提出時に削除して下さい。






	連携大学名
	＠＠＠＠大学


大学院改革ビジョン実現計画[bookmark: _Hlk193307503]・連携大学として、申請大学の「大学院改革ビジョン」における役割及び取組内容について記載して下さい。
・（複数の拠点構想に連携・参画している場合）他の拠点構想における取組内容や、それぞれの拠点構想における役割分担等について、明確に記載して下さい。
・本枠は提出時に削除して下さい。
・連携大学が無い場合は、本ページごと削除してください。






A．成果指標
【必須指標】
	必須指標①

	　申請大学・連携大学における博士課程への入学者数及びその構成 （単位：人）

	申請大学
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12
	R16

	
	申請時
	1年後
	2年後
	3年後
	4年後
	5年後
	6年後
	10年後

	入学者数
	
	
	
	
	
	
	
	

	うち内部進学
	
	
	
	
	
	
	
	

	うち留学生
	
	
	
	
	
	
	
	

	うち社会人
	
	
	
	
	
	
	
	

	連携大学
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12
	R16

	
	申請時
	1年後
	2年後
	3年後
	4年後
	5年後
	6年後
	10年後

	入学者数
	
	
	
	
	
	
	
	

	うち内部進学
	
	
	
	
	
	
	
	

	うち留学生
	
	
	
	
	
	
	
	

	うち社会人
	
	
	
	
	
	
	
	




	必須指標②

	　申請大学・連携大学における博士の学位授与件数 （単位：件）

	[bookmark: RANGE!B21]申請大学
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12
	R16

	
	申請時
	1年後
	2年後
	3年後
	4年後
	5年後
	6年後
	10年後

	博士学位授与件数
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	連携大学
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12
	R16

	
	申請時
	1年後
	2年後
	3年後
	4年後
	5年後
	6年後
	10年後

	博士学位授与件数
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　







	必須指標③

	　申請大学・連携大学における学士号取得者に対する博士号取得者の割合 （単位：％、(a)・(b)は単位：人）

	[bookmark: RANGE!B31]申請大学
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12
	R16

	
	申請時
	1年後
	2年後
	3年後
	4年後
	5年後
	6年後
	10年後

	(b)/(a)
	％
	％
	％
	％
	％
	％
	％
	％

	(a) 学士号
取得者数
	
	
	
	
	
	
	
	

	(b) 博士号
取得者数
	
	
	
	
	
	
	
	

	連携大学
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12
	R16

	
	申請時
	1年後
	2年後
	3年後
	4年後
	5年後
	6年後
	10年後

	(b)/(a)
	％
	％
	％
	％
	％
	％
	％
	％

	(a) 学士号
取得者数
	
	
	
	
	
	
	
	

	(b) 博士号
取得者数
	
	
	
	
	
	
	
	







【任意指標】
	指標名
	目標値
	指標設定の考え方

	※以下は記入イメージ

修了者の企業等への就職率（社会人学生を除く博士課程の修了者のうち企業等に就職した者の割合）

注：「企業等」には、国・自治体・独立行政法人、国内外の大学・病院を除き、外国の法人及び修了者自らが起業した事業の実施組織等を含むものとする。
	※以下は記入イメージ

令和５（2023）年度　xx.7％ 【現状】
令和６（2024）年度　xx.9％ 【見込】
令和７（2025）年度　xy.0％
令和８（2026）年度　y0.0％
令和９（2027）年度　ｙ2.0％
令和10（2028）年度　y2.0％
令和11（2029）年度　y5.0％
令和12（2030）年度　y7.0％
令和13（2031）年度　y7.5％
令和17（2035）年度　y0.0％
令和22（2040）年度　zz.0％


	※以下は記入イメージ

企業等への就職率が増加することは、博士課程修了者のキャリアパス拡大を反映するものであり、博士課程修了者の実際の進路動向の変化を継続的に把握可能なものとして設定。
令和22年度の目標値の設定根拠は、同年度における修了者の全体数から、大学教員・研究者、研発法人研究職、医師・歯科医師等医療専門職への就職者数を除いた博士課程定員の増員分（令和７年度比）の9割以上が、企業等へ就職するものとして設定。

	　
	　
	　

	
	
	






B．実施計画（補助事業の対象となる取組み部分についてのみ記載）
（１）年度別の計画　【令和７年度から令和13年度までで４ページ以内】

	令和７年度
	※以下は記入イメージ
①　　・・・のための・・・の実施
②　　・・・のための・・・の調査
③　　・・・のための・・・の導入
④　　・・・のための・・・の開催
・・・

	令和８年度
	

	令和９年度
	

	令和10年度
	

	令和11年度
	

	令和12年度
	

	令和13年度
	




（２）補助期間に係る補助事業予定額
（単位：千円）
	年　度
	令和7年度
	令和8年度
	令和9年度
	令和10年度
	令和11年度
	令和12年度
	令和13年度

	補助事業予定額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	内訳
	補助金申請予定額
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	自己負担予定額
	
	
	
	
	
	
	


※ 文部科学省や他省庁が実施する他の補助金は「自己負担予定額」に計上しないこと。
※ 令和12年度は当初配分額の2/3、令和13年度は当初配分額の1/3に逓減予定ということを踏まえ、補助事業予定額を計上してください。

（３）補助金申請予定額の積算内訳　→　【様式３-１、３-２】

（４）他の公的資金との重複状況（該当が無い場合は「なし」と記入）

	※以下は記入イメージ
【大学名】
＜事業名●●＞
（概要）※２～３行程度
・・・・・・・・・・・・・
（本申請との関係及び相違点）※３～４行程度
・・・・・・・・・・・・・

※以下は記入イメージ
【大学名】
＜事業名●●＞
（概要）※２～３行程度
・・・・・・・・・・・・・
（本申請との関係及び相違点）※３～４行程度
・・・・・・・・・・・・・

【大学名】
＜事業名●●＞
（概要）※２～３行程度
・・・・・・・・・・・・・
（本申請との関係及び相違点）※３～４行程度
・・・・・・・・・・・・・




C．拠点構想（プログラム）の実施に係る推進体制等
（１）運営体制　【１ページ以内】
※ 拠点構想を推進する組織体制や責任体制、大学院改革に向けた準備状況等について、具体的に記入してください。

	[bookmark: _Hlk193965949]




（２）評価体制　【１ページ以内】
※ 改革推進に際しての自己評価（外部評価等の客観的評価を含む。）の体制や評価方法、評価結果の拠点構想への反映方法等について、具体的に記入してください。

	





（申請大学における推進体制の人員構成）
	申請大学
	○○○○大学
	令和○年○月現在

	教員数
	　
	教授
	准教授
	講師
	助教
	助手
	計

	
	本務者
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	うち
大学院担当者
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	兼務者
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	うち
大学院担当者
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	職員数
	　
	事務系
	技術系
	医療系
	うち看護師
	教務系
	その他
	計

	
	本務者
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	兼務者
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　





（３）取組の継続及び発展・事業成果の波及に関する構想等　【１ページ以内】
　① 取組の継続及び発展に関する具体的な構想
	


　② 事業成果の波及に関する計画
	



5
（申請大学名：　　　　　）
（連携大学名：　　　　　）
